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嘘をつくな！ バカにするな！
９月１３日、ＪＲ東海関西支社は各組合に対して「お知らせ」を行ってきました。

その内容は「１０月からの勤務指定で、新幹線乗務員に対して１～２泊の休日出勤を指定する」

という労働組合と社員をバカにした内容でした。

当然、このことを知った多くの組合員（社員）からは、怒りと不満の声が上がっています。

【関西支社の嘘】

そもそも今年度の休日出勤について関西支社はＪＲ東海労新幹線関西地本に「休日出勤は必要

ない。天変地異がない限り不要である。」と言っていたのです。

【本社の嘘】

それだけではありません。JR東海本社は９月３日（「お知らせ」の１０日前）、ＪＲ東海労本部に対して

「休日出勤の今年度の見込みは、新幹線はゼロ。現時点では計画通りになっている。」

「車掌減（車内業務の見直し）による効果が出ている。」と言っていたのです。

そして、ＪＲ東海労本部からの「車掌の数に余裕があるはずなのに、年休が入らないのが現実だ！

デタラメな計画ではないか！？」との指摘に対しては「計画はしっかり立てている」と反論をしてい

たのです。

会社の噓に騙されてはいけません！
・休日出勤が発生するのは要員が不足しているからです！

・「車内業務の見直し」をはじめとする施策の失敗です！

・会社がまずやるべきことは、噓をつき続けることではなく、噓をついた労働組合と社員に対して謝罪

することです！

・そして早急に必要な要員を確保することです。

【ユニオン本部も国労東海本部も会社から無視されたの？】

ところで、ＪＲ東海会社は休日出勤の「お知らせ」をＪＲ東海労本部には知らせていませんでした。

まさか、ユニオン本部と国労本部だけには知らせていたなどということはないでしょうね！？

ここまでバカにされて黙ってられるか！


